
縄
じょう

文
もん

～古
こ

墳
ふん

時代 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

６ 

高 屋 川 

小

田

川 

加

茂

川 

服

部

川 

手城川 

瀬

戸

川 

本
郷
川 

有 地 川 

藤井川 

河手川 

田島 

横島 

〔縄文・弥生時代から古墳時代の主な史跡〕 
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 史 跡 名 

１ 馬取遺跡(貝塚) 

２ 亀山遺跡(環濠集落) 

３ 二子塚古墳 

４ 宝塚古墳 

５ 山の神古墳 

６ 大迫古墳(大迫金環塚) 

７ 潮崎山古墳 

８ 石鎚山古墳群 

９ 曽根田白塚古墳 

10 大佐山白塚古墳 

11 松本古墳 

…国指定文化財 

…県指定文化財 

    ○…古墳等 

□…貝 塚 

 
 

１ 

４ 

10 

歴史・伝統文化 

天神山 
蛇円山 

松永湾 

京ノ上山 

馬乗山 

大谷山 
高増山 

福山駅 

赤坂バイパス 11 

福山港 

彦山 

熊ヶ峰 

仙酔島 

走島 



 

１ 縄文・弥生
や よ い

時代の遺
い

跡
せき

 

 

（１） 沿岸部 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 芦田川流域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔亀山弥生式遺跡〕 

貝塚（古代の人たちのゴミ捨て場）から，様々なことが見えてくるね。 

〔馬取遺跡〕 

当時の人々は，集落を作る場所を選ぶとき，

どんなことを考えたんだろう。 
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 松永湾
わん

東側の柳津町では，縄文時代の遺

跡である馬
うま

取
とり

遺跡（馬取西貝
かい

塚
づか

と馬取東貝

塚）が発見されています。この遺跡は，県

の史
し

跡
せき

に指定されています。 

現在は，保存施
し

設
せつ

を作り馬取東貝塚の一

部のみが保存されています。 

また，沼隈半島の東岸や福山市の東部の

沿岸部でも貝塚が発見されています。この

ような遺跡から，石器や貝類， 猪
いのしし

や鹿
しか

な

どの獣
じゅう

骨
こつ

類
るい

などが出ていて，当時の人々

の生活の様子が分かります。 

 神辺平野のやや北寄りの小高い丘（高さ

３７．５ｍ）では，弥生時代前期の遺跡で

ある亀山
かめやま

弥生式遺跡が発見されています。

この遺跡は，県の史跡に指定されていま

す。 

 この遺跡では，弥生時代の中頃までの三

重の環濠
かんごう

（むらの周囲に造られた堀
ほり

）が見

つかっています。 

 また，土器のほか多量の石のやじりや刃
じん

器
き

（ナイフ形の石器），磨
ま

製
せい

の石
せき

斧
ふ

および

石包丁など各種の石器が見つかっており，

備後地方の集落での農耕生活を示す遺跡

です。 

ばらのまち福山 
イメージキャラクター 

「ローラ」 



 

２ 古墳時代の遺跡 

 

（１） 二
ふた

子
ご

塚
づか

古墳 

駅家町中島・新山
にいやま

では，６世紀末から７世紀初め頃に造られた二子塚古墳（長さ７３ｍ） 

が発見されています。この古墳は，前方後円墳で前方部と後円部のそれぞれに大型の横
よこ

 

穴
あな

式
しき

石室が造られています。特に，後円部の石室からは，多くの須
す

恵
え

器
き

や土
は

師
じ

器
き

と呼 

ばれる土器や馬具，武器が発
はっ

掘
くつ

されました。その中でも刀の柄
つか

の飾
かざ

りとなる「双
そう

龍
りゅう

環
かん

 

頭
とう

柄
つか

頭
がしら

」は国内では他に種類のないデザインのものとして注目されています。 

そのため，二子塚古墳は古墳時代の日本の歴史を明らかにする上でとても重要な古 

墳として，２００９年（平成２１年）国史跡に指定されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔後円部の石室内部〕 〔後円部の石室入口〕 

〔双龍環頭柄頭〕 〔古墳からの出土品〕 

 縄
文 

弥
生 

飛
鳥 

古
墳 

奈
良 

平
安 

鎌
倉 

室町 

戦国 
江
戸 

明
治 

大 

正 

昭
和 

平
成 

令
和 



 

    

二子塚古墳がある服部川流域には，宝
たから

塚
づか

古墳，山の神古墳，大迫
おおさこ

古墳などの大きな 

横穴式石室のある古墳がたくさんあります。 

 

 

    

 

 

 

 

   

（２） 大迫古墳 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

〔二子塚古墳図面〕 

〔大迫古墳〕 

この地域には，これらの古墳を紹介した説明板や案内板が『福山古墳ロード』

として作られているよ。 
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周 溝 

地山を削り出した墳丘 

周溝 前方部 
27ｍ 

墳丘全長 68ｍ 後円部 
径 41ｍ 

周溝 

古墳全長 73ｍ(周溝含む) 

盛土 種類の異なる土を交互に 
積み上げていく版築状盛土 

周溝の外縁 

墳裾 

地山と盛土の堺 

横穴式石室 横穴式石室 土器出土 
標高 52.13ｍ 標高 50.99ｍ 標高 53.57ｍ 地山 

東西断面模式図（ - - -破線は推定） 

横
穴
式
石
室

 

後
円
部
南
北
断
面
模
式
図
 

周
溝
 

周
溝
 

後
円
部
 

41
ｍ
 

０         20ｍ 

 ７世紀前半に造られた，服部大池

近くの大迫古墳は，貴重な金で作ら

れた耳飾りが発見されており，大迫

金環
きんかん

塚
づか

とも呼ばれ，県の史跡に指定

されています。古墳の横から出入り

することができる特
とく

徴
ちょう

的な横穴式

石室で，県内でも巨大な石室です。 

環境
かんきょう

イメージ 
キャラクター 
くわいちゃん 



 
 

（３） 潮崎山
しおさきやま

古墳 

新市町相方
さ が た

の芦田川の近くでは，古墳時代前期の前方後円墳（長さ約３０ｍ）が発 

見されています。 

この古墳から出たものは，魏
ぎ

の皇帝
こうてい

が邪
や

馬
ま

台
たい

国
こく

の女王卑弥呼
ひ み こ

に与
あた

えたと考えられる 

大型の青
せい

銅
どう

鏡
きょう

の三
さん

角
かく

縁
ぶち

五
ご

神
しん

四
し

獣
じゅう

鏡
きょう

のうちの一枚と鉄
てっ

斧
ぷ

が見つかりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

〔特
とく

徴
ちょう

のある古墳〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔短冊形
たんざくがた

鉄斧〕 

〔三角縁五神四獣鏡〕 

 

卑弥呼に与えられた銅鏡が

出土したなんてすごいね。 

福山には，他にも特徴のある古墳がたくさんあるよ。 
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石
いし

鎚
づち

山
やま

古墳群 

 加茂町加茂が丘の北西に延びた低い丘の先
せ ん

端
た ん

で 

は，４世紀後半に造られたと考えられる古墳が発 

見されています。この古墳は，円
え ん

墳
ぷ ん

で，県の史
し

跡
せ き

 

に指定されています。 

 第１号古墳は，古墳の下部と中腹斜
し ゃ

面
め ん

に石を並 

べ２基の竪
た て

穴
あ な

式石室があり，銅鏡，玉類，鉄
て っ

剣
け ん

な 

どが見つかっています。また，４世紀から５世紀 

初めに造られたと考えられる第２号古墳からは， 

銅鏡片
へ ん

，刀
と う

子
す

（小刀）などが見つかっています。 〔石鎚山第１号古墳〕 



 

 

 

 

曽根田
そ ね だ

白塚
しらつか

古墳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
おお

佐
さ

山
やま

白塚
しらつか

古墳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

松本古墳 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔曽根田白塚古墳〕 

〔大佐山白塚古墳〕 

〔松本古墳〕 

みなさんの学校の近くにも古墳があるかもしれないね。 
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 芦田町下
しも

有
ある

地
じ

久田
く た

谷
だに

の北側の小高い丘の

頂上付近では，古墳時代末期に造られた古

墳が発見されています。この古墳は，丸形

の円墳（直径約９ｍ）で県の史跡に指定さ

れています。古墳の内部の天井の石，横側

の石は，組合せのための加工がされ，すき

間には漆
しっ

喰
くい

が残っているのが特徴です。 

 新市町戸手
と で

にある大佐山（高さ１８８ｍ）

の山頂より少し南に下がった所では，７世

紀中頃に造られたと考えられる古墳が発見

されています。 

 この古墳は四角形の方
ほう

墳
ふん

（一辺１２ｍ）

と考えられており，県の史跡に指定されて

います。古墳の内部には，大きな花
か

崗
こう

岩
がん

を

積み上げた横穴式石室があります。 

 神村町松本にある緩
ゆる

やかな丘（高さ２０

ｍ）は，５世紀前半の二段造りの帆
ほ

立
たて

貝式
がいしき

古墳（直径４５ｍ，高さ６.５ｍ）で，珍
めずら

し

い帆立貝の形をしており，県の史跡に指定

されています。 

 古墳の外からは，葺
ふき

石
いし

（墳
ふん

丘
きゅう

を覆
おお

う石）

とともに埴
はに

輪
わ

が見つかり，周りには堀と思

われる跡も残っています。 


